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節電対策まっただ中の品川駅を後にし、バスに揺られ

て東京ビックサイトに着きました。その大きさに圧倒さ

れつつ、待ちに待った入場です。

まずは「東京国際ブックフェア」へ。そこには興味深

いブースが数多く並び、資料をもらったり、話をきいた

り。一つひとつの説明は割愛させていただきますが、印

刷技術や加工技術も含め、本のみならず印刷物全般の知

識を深めるきっかけを得ることができ、とても有意義な

時間を過ごすことができました。また、あるブースでは

私が装丁を担当させていただいた本を発見！これにはテ

ンションが上がりました。

次に向かった「国際電子出版EXPO」。ここは電子出

版に特化した専門展で、まさにこれからの業界。熱気と

活気、そして期待にあふれた空間がそこにありました。

私たちが業務で使用しているアプリのメーカーも参戦

し、アピール合戦を繰り広げていました。その中でも、

Adobeの ADPS（Adobe Digital Publishing Suite）

とQuark の App Studio・モリサワのMC Magazine

は見応え充分でした。

早速それぞれのデモに参加し、実際に体験させてもら

いました。そのデモや内容について、“現状とそれぞれ

の可能性”についてスタッフに話を聞いてみました。「ま

だまだこれからなんです……。まだ決まっていないんで

す。どうなるかわからないんです。」という言葉を何度

となく繰り返す各ブースのスタッフさんと苦笑いしなが

らも、多々ある情報を吸収することができたと思ってい

ます。

「まだまだこれからなんです」の言葉通り、この分野

は今まさに本格始動したところなんだと深く感じます。

今回学んだことをしっかりまとめ、今後も常にアンテナ

を立てていようと思います。そう遠くないいつか、お客

様の要望があったときには「できますよ！」なんて言え

るように……。

（記：なりまつ）

“国際ブックフェア”＆“国際電子出版EXPO”を見学
７月８日、関西地方の梅雨明けが発表されたその日、私たち遊文舎一同は社員研修へ向かいました。
行き先は東京お台場。翌9日は思い思いの自由行動を楽しみました。



栄光の
　架け橋第 10回

だーくんの

僕、『だーくん』の趣味はゲーム。
というわけで、今までに夢中になったゲー
ムの思い出なんかをなんとはなしに書いて
いこうと思います。

いよいよ、暑くなってきましたね。この、
節電と騒がれる中、ゲームを紹介するのも
何か憚れるような気もしますが、10回目
ということで今回はいよいよもって、この
超大作を。
「DRAGON QUEST」

― パックプランニングの活動についてお聞かせ
下さい

通称「パック」と呼ばれている私たちの本名は
「ワーカーズ・コレクティブ パックプランニング」。
さらに「ワーカーズ・コレクティブ」は「ワーカー
ズ」あるいは「ワーコレ」とも呼ばれ、「W.Co」
と表記されています。「W.Co」は「（株）」のよ
うなもので、事業の形態を表し、雇う雇われると
いう関係ではなく、全員で出資し労働し運営して
おり、基本的には営利を目的にしていません。か
と言って、フリーランスの団体というわけではな
く、NPO でもなく、1980 年代後半からある、
少し説明が難しい働き方です。全国で、463団体、
約 12,000 人が働いており、私たちも「W.Co.
近畿連絡会」という連合を通して全国の仲間とつ
ながっています。
パックプランニングは今年で設立15周年。メ

ンバーは全員、生活協同組合「エスコープ大阪」
の組合員で、生協の注文カタログや機関紙を編集・
作成することを目的に起業しました。その後少し
ずつ、地域に必要とされる活動・事業団体のニュー
スレターやチラシ・ポスター・リーフレットなど
に事業を広げてきました。

― 特にどういう点でやりがいを感じますか
クライアントさんの要望を聞き出し、情報を集

め、少しずつ目に見える形にし、最終的にきちん

とした印刷物に仕上がったのを見ると喜びを感じ
ます !!

― 遊文舎の印象はいかがですか
ただ刷るだけでなく、システム提案などもでき
るところがすごい！
ネット印刷にない、きめ細かい対応がありがた
いです。

― 今後遊文舎に期待することは
出来上がりデータの共有ができたらうれしいで
すね。特に注文カタログや機関紙で。
あとは、近藤さんのストレートパーマがもう一
度見たい！ かな !?

（聞き手：こんどう）

第10回は生活協同組合エスコープ大阪でワーカーズコレクティブと
して活躍されているパックプランニング様にお話をうかがいました。

パックプランニングのみなさん（後列右から代表の西村さん、
鍛冶さん、前列右から湊さん、原井さん）



営業と業務。お客様との橋渡しをする生産管
理。遊文舎の心臓部が日々動いています。

●Macを普段使っているデザイナーさんは
　Windowsは手こずりませんか？
今でも制作現場（デザイン）ではMacが主流ですが、

最近Windowsマシンを触る機会が増え、これが困っ
たもんなんです。起動ぐらいはわかるんですが、カ
ナ／英数の切り替え、アプリの切り替えや強制終了
など初歩的なことがMacではわかっても、Windows
は全くわからんのです！共通のアプリも最近増えて
きたので、これからもっと触る機会も増えるでしょ
うね…、大変だ～！

●送ります！
昨今はお客様との校正はメ
ールが主流ですが、主にメー
ル添付で校正紙をPDFデー
タにして送ります。
このPDFが写真が多いとやたらとデータ容量が重く
なり、メールサーバーによってはMAILER-DAEMON
（メールデーモン）で送れないこともしばしば！デー
タを軽くすると画像が粗くなったりと校正に支障をき
たす。よくあるのが公共関係になってくると最大2MB
ぐらいまでしか送れないこともある、こんな時はファ
イル送信サービスを利用するに限るが、これもお客さ
んはややこしいとかで駄目なケースもありました。
いつぞや300ページぐらいのカタログを50回ぐらい
分割してメールで送ったこともありました。これで
はプリントして直接持っていったほうが早かったと
…、気付いた時は遅かった…！

印
刷
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●色んな色のお客様にめぐり逢えます
印刷通販サイト「すぐスール」ではお客様が直接、

来社されて打ち合わせするケースがよくあります。
通常お取り引きのあるお客様とは違って、大阪なら
ではの色々な色のお客様が来社されます。
時にはモデルのような彼女と同伴で来られる筋肉

マンみたいなムキムキの整骨院の先生、体中から滝
のような汗が吹き出てハンカチが手放せない自称漫
画家の先生、Tシャツの袖口から彫り物が見え隠れ
しているちょっと厳ついが女性声のヘリコプター操
縦士さん、某有名大学の著名な教授先生、めちゃく
ちゃ奇麗な優雅なエステシャンなどなど色々なお客
様にめぐり逢えてとてもいい経験になってます。
おかげさまですぐスールも好評を頂いております！

●現在ヘルニア進行中！
業務と関係ない話で恐縮ですが、仕事がらデスク

ワークが主体です。当然椅子に座っている時間が長
くなるので、最近下半身が悲鳴をあげました。
診断では椎間板ヘルニアからくる座骨神経痛、症

状は両下肢の痺れとつっぱり感があります。我慢で
きない痛みではないですが、痺れの範囲が日々拡大
中です。治療は手術かリハビリしかないそうで特効
薬はないそうです。とりあえず週に3日通院して腰の
牽引と電気療法のリハビリを続けています、でも痛
みがひどいと手術も…！。
原因は運動不足です、発症してからでは遅いです、

防止するためには日々の基礎運動が大切です。これ
から中年域に達する皆様、くれぐれもお気をつけて
くださいませ。

（記：浮き袋）

Part.6

今月の

一押し本
みなさんこんにちは！新旧問わず、私キパノスケの
まったくの主観に基づき、お勧め本をどんどん紹介させて
いただきます。ご感想などお聞かせいただければ幸いです。

増田　俊也
『シャトゥーン ─ヒグマの森』

宝島社 ￥1,680

生
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理
○
○
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今回は極限状態の和製サバイバル小説の傑作を紹介します。

みなさんは「地上最強の生物」はなんだと思いますか？
物理的に対決する機会があれば圧倒的に体躯の大きい鯨

なのかな？といった認識がこの本を読めばまず変わります。
　著者は「地上最強の生物」はヒグマ、それも冬眠の巣篭
もりに失敗し、飢えて凶暴化したヒグマ、別名「シャトウーン」
だと定義しています。
たまに山から降りてきて人を襲う月の輪グマは体重せいぜ

い 80 キロ程度、それに比べてヒグマは 400 ～ 500 キロ。
トラックに轢かれて下敷きになってもそのトラックを軽々と
持ち上げて自力脱出する怪力無双、時速100 キロ近いスピー
ドで走る乗用車に軽々と並走する俊敏さ。木登りは猿より

うまく、夏になると海を泳い
で自力で鮭を捕まえるヒグマ。
一旦狙われたら人間は絶対に
逃げられない。ライオンやト
ラなど子猫のように一撃で倒
してしまうだろう。そんなヒ
グマ、しかも凶暴化したシャ
トウーンにもしロックオン
されてしまったら……
北海道大学で森林研究
に従事する主人公（女性）
は、その家族、仲間、不
穏な闖入者とともに真冬の
ブリザード吹きすさぶオホーツクの原生林の中の研究
所に閉じ込められる。人間の仕業とは思えない惨殺死体が
発見される。その犯人がシャトウーンだとわかる頃には一人、
また一人と餌食になってゆく。主人公の運命はいかに！
手に汗握りますので是非ご一読ください。 （キパノスケ）
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遊文舎がお届けする超特急印刷サ
ービス お 問 い 合 わ せ ・ ご 相 談 は こ ちら

0120-132394電 話

sugusu-ru@yubun.co.jpE-mail

受 付 時 間

平日9：00～18：00（土・日・祝日、年末年始を除く）

いん　さ　  つ　  す　  ぐ　  よ

─前回までのあらすじ─
新入社員の小野は部長の坂辺に連れられて、取引先の多々美屋

食品を訪問した。そこで急遽キャンセルになった社員旅行のプ

ランを譲り受ける話を持ちかけられる。次の日、小野が出社す

ると生産管理部の野田原以外は事務所には誰もいない。小野は

平日の朝にいきなり誰も出社していない状況に憤慨し、野田原

に会社を辞めるといい事務所を出ていった。ちょうどその時事

務所に2度目の電話が鳴った。

「はい、翔文館印刷でございます」
野田原は慌てて受話器をとった。同時に校正途中のゲラが
机から滑り落ちた。
「あ、もしもし…野田原さん？」
電話の声は企画営業部の沢地聡志だった。営業部では一番
の若手で野田原とは同期の社員である。野田原は沢地の声
に安心し早速この状況を説明しようとしたが、咄嗟に沢地
の声がそれを阻止した。
「ちょぉ、ホンマ何してはるんすか、飛行機出ますよ…！
　何で会社におるんすか！」
「ひ、飛行機…」
「そう、飛行機…」
「……沢地君、今日有給？…どこ行くの？」
「ちょぉ、ホンマ何言うてはるんすか、淳ちゃん意味分か
らんすわ！……えっ、ひょっとして今日から社員旅行やい
うの知らないんすか…っちゅうか聞いてないんすか！！」
澤地の言葉に野田原は、そういえば最近社員旅行もなかっ
たし、そろそろとは思っていたけどやっぱりそう来るか…
ふっ、なかなかのサプライズだぜ…という感じになりかけ
てから慌てて我にかえり、かなりタイミングをずらしてか
ら状況を把握した。

「え～～……えっ、え～～～……、…何そ
れ…ちょっ、ちょっと待って、いっぺん
ちょっとゲラ拾うわ……ほんでちょっと
いっぺん椅子にすわってか・ら・の、え～～～～～～」
「ちょぉ、ホンマ何言うてはるんすか、ちょっ、ホンマに、
もう、なんかもうチェ・ホンマンみたになってますやん
……、ちょっ、ホンマ何なんすか。」
「ってか今日ふつうに火曜日やし……昨日まで普通に営業し
てて今日から急に社員旅行って何かおかしくなくなくねぇ？
どういうこと…？」野田原は少しトリップしている…。
「え、近藤さんから連絡なかったですか…」
「さ・ら・に、え～～～…………、近藤さん今日休みやっ
て…、ってか今朝、分けのわからん電話してきて昨日も休
んだって言うてたし、俺も昨日休みやったから何も聞いて
ない…」
「…あぁ～」
「ちょっと待ってよ！その自分だけ納得したみたいな…、
何それ…」
「そしたら、田和さんからも何も聞いてないですか…」
「聞いてない！！」
「…あ～」
「だから一人で納得すんなって…」
「……そしたら野田原さん、もう搭乗の時間なんで…、ま
た電話しますわ！！」
澤地からの電話は切れた。

とりあえず野田原は、朝寄ってきたコンビ二の袋に入って
いたお楽しみスクラッチカードを削るしかなかった。
 （つづく）

（この小説はフィクションです）

この遊文通信もおかげさまで10号を発行することが出来ました。
「継続は力なり」を信じて、ホットな面白い情報をこれからも発信して参ります。
ご声援のほどお願いします。

編 後集 記 次回、

News
 Lett

er

Vol.1
1を

おたの
しみに

！

（Dandy）

（第1話の7） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /BLSGaijiST-Ftg
    /BLSGaijiST-Ftm
    /BLSGaijiST-Gth
    /BLSGaijiST-Jnl
    /BLSGaijiST-Mgm
    /BLSGaijiST-Mmm
    /BLSGaijiST-Rml
    /BLSGaijiST-Ssk
    /DFHSGothicG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WINP-RKSJ-H
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <FEFF753b97624e0a3067306e8868793a3001307e305f306f96fb5b5030e130fc30eb308430a430f330bf30fc30cd30c330c87d4c7531306790014fe13059308b305f3081306e0020005000440046002030924f5c6210ff0830d530a930f330c8306f57cb30818fbc307f307e3059ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


